
仕 様 書 

１ 業務名称 

  「コミュニケーション・チームビルディング研修」企画・運営業務 

２ ねらい・目的 

  平成 29 年度に札幌市消防局が実施した、若年職員と係長職を対象とした

アンケート調査では、両者の間にコミュニケーションへの認識に乖離がある

ことなどが明らかとなった。 

本業務は、コミュニケーションの可視化の一手段として、視界を遮断した

状態で行う５人制サッカー等の体験を研修技法に活用し、チームビルディン

グ（チームの目的や目標の達成に向かって、各メンバーが主体的に能力や多

様性を発揮しながら、一丸となるチームを目指す取り組み）のスキルアップ

を目的とする。 

３ 研修の概要 

(1) 研修名称 

令和元年度 学校研修「コミュニケーション・チームビルディング研修」 

(2) 対象 

採用５年未満の若年職員及び各所属において教育的立場にある職員 

（70 人程度） 

(3) 日時 

令和元年 12 月頃（１回３時間程度、午前中の実施を予定）（全１回） 

※12 月２日（月）～６日（金）の期間を除く 

(4) 会場 

札幌市消防学校 屋内訓練場（札幌市西区八軒 10 条西 13 丁目３-１） 

４ 履行期間 

  契約締結の日から令和元年 12 月 27 日（金）まで 



５ 業務内容 

(1) 研修の企画及び研修当日の進行等 

本業務の目的を踏まえ、研修で取り上げる項目や研修の進め方など具体

的な実施内容を企画することとし、企画にあたっては、次の事項を骨子に

委託者及び受託者の双方で協議の上、内容を決定すること。 

ア 座学（30 分程度） 

研修の意図や目的、また研修技法の意義やその効果等を受講職員に

正しく理解させ、概ね次の内容を盛り込むこと。 

(ｱ) 研修の意図、目的及び概要 

(ｲ) 組織におけるコミュニケーションの重要性 

(ｳ) 研修技法の意義、効果及び留意点等 

イ 実技（120 分程度） 

  視界を遮断した状態での体操やラン、パス、トラップなど、５人制

サッカー等の要素を取り入れた複数の活動を繰り返し実施し、チーム

ビルディングに必要な参加者一人ひとりの気づきを可視化・言語化す

る手助けを行い、その後の振り返りへと繋げること。 

ウ 振り返り・講評（30 分程度） 

  研修全体を振り返り、受講職員の気づきや学びを共有するとともに、

それらをそれぞれの所属（業務）での活用方法等を検討させ、それら

を踏まえて研修の講評を行うこと。 

(2) 研修資料（テキスト・スライド等）の作成 

研修資料は、研修実施前に委託者の指定する場所で委託者の承諾を得る

こととし、内容が委託者の要求を満たさないと判断した場合、修正を指示

することがある。 

(3) 講師の選定及び手配 

委託者及び受託者の双方で協議の上で、類似の研修実績があるなど本研

修に最適な講師（２名以上）を選定すること。また、講師選定後は、受託

者は講師とスケジュール等について調整し、本研修が円滑に行われるよう

各種手配も行うこと。なお、講師派遣に関する交通費や宿泊費などを含む

一切の費用は、本業務の契約に含むものとし、委託者からは支給しない。 



(4) 研修に必要な機材等の用意 

研修に必要な機材等は、原則として受託者が用意すること。 

(5) 業務完了について 

業務が完了した際には、業務完了が確認できる以下の書類を紙及び電子

データ（Word、Excel、Power Point、PDF 又は協議の上本市が認める形式）

で委託者に提出すること。 

ア 完了届（別紙１） 

イ 本業務で使用した資料（テキスト・スライド等）一式 

ウ その他、別途、委託者が必要と定めるもの 

６ その他 

(1) 受講職員の決定及び班編成は、委託者が行う。 

(2) 研修で使用する資料等は、研修実施日の１週間前までに委託者へデー   

タにより提出することとし、当該資料の印刷は委託者が行うものとする。 

(3) 研修終了後、受講職員に対してアンケートを実施するが、当該アンケー

トの作成及び配布、回収は委託者が行う。 

【担当：総務部消防学校教務課 桑原 電話 616-2262】 


